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緒 ロ

サギ科鳥類Ardeidaeは同種または異種で集団を形

成し,毎年同じ場所 で繁殖 す る習性をもっている.

韓国に渡来するサギ類 の うちで はチュウダイサギ

Egretlaalbamodestaが最も多く,本種は韓国の25

カ所で繁殖しており (成,1979),そのうち8カ所は

地域指定の天然記念物とされている.しかし,繁殖集

団の個体数は毎年減少を続けており (元, 1975;成,

1979),本種の保護 ･管理は緊急を要する課題となっ

ている.この間題を解決するためには,本種の繁殖生

態に関する詳細な知見が必要であるが,これについて

は断片的な報告があるに過ぎない (元ら, 1969;金,

1969;McClure,1974).

本報では,チュウダイサギにおける繁殖生態の一環

として造巣習性について調査し,あわせて個体数減少

の原因を考察することを目的とした.

本研究を行なうに当たり,終始有益な助言と本稿の

校閲を賜った九州大学農学部動物学教室の内田胸章教

授に厚くお礼申し上げる.また;調査にど協力下さっ

た韓国慶鵜大学校文理科大学学長元 卿 午教授,韓国

自然保存協会の李 斗杓氏及び英文摘要校閲の労を賜

ったカリフォルニア大学の E.W.Jameson教授に心

からお礼申し上げる.

調査地域及び方法

本調査は,韓国忠清南道天安市から南へ約 2km離

れた小村の丘陵地に位置するチュウダイサギの渡来 ･

繁殖地において, 1981年 3月27日から 7月31日の

間に行なわれた. 繁殖地の林相は主 に約 10年生 の

カラマツ LarExleptolepL'Sからなり, その周辺は同

齢のアカマツ PL'n〟Sde〝siPora を主体としたハンノ

キ Aln〟sjaporlL'ca, チョウセンヤマナラシ Populus

davL'dL'aTla,クリCastaneacrenafa及びニセアカシア

RobLrTL'apseudo･acacL'aの混生若齢林である.繁殖地

には808本のカラマツがあり,117本に238個の巣が造

られていた.そのうち20本を選択して,CarlLeiss

(西独)製のBlume-Leiss測高器により樹木や営巣場

所の高さを測定し,また胸高直径を計測した.調査期

間中の5月に,暴風雨によって 191個の巣が落とされ

たので,そのうち破壊程度の少ない巣20個について,

巣材として用いられた小枝の樹種を同定し,その長さ

を計測した.なお,カラマツの年平均成長率を調べる

ため,上記した調査樹木20本について, 樹高と胸高

直径を1984年4月3日に再び測定した.

結 果

チュウダイサギは本繋殖地に4月 1日から渡来し始

め,番いを形成すると共に,樹上に巣を造り始めた.
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本種が営巣した樹種はすべてカラマツで,調査樹木20

本の年平均成長率は高さで 0.58m,胸高直径で 0.39

cm であった (Table1).樹上に造られた巣は,地面

から約4.6-8.7mの高さにあり,樹冠頂部から0.1-

1m 下方に位置した.本種は1本の樹木に1-4個

(平均 1.9個)の巣を造り,複数の巣の場合には,樹冠

内の樹幹に近い部分を最初に選び,次いで枝の部分に

営巣した.

この繁殖地では前年に利用された 293巣 (1980年

5月26日観察)の多くは破壊され,37巣 (完全な23

巣と一部破壊された14巣)が残っていたに過ぎなか

った.そのうち,完全な古巣がそのまま利用された16

巣と,一部補修して利用された13巣もあったが, 大

部分の巣は新しく造られたものであった.造巣期間中

には親鳥のうち雌雄のいずれかが常に巣の周辺に残る

TableI. Growthrateofthenestlngtree,

Height(m)
Item

が,巣材の運搬は主に雄鳥 (94.4%)によって行なわ

れた (Table2).雄鳥は主に営巣林の下や古巣,及び

繁殖地を中心に 600mの範囲内から枝を集めており,

1回に1本の巣材を運んだ.また,近くの巣から巣材

を盗んだり,他の雌鳥から巣材を強奪することも時に

観察された.雌鳥も時々巣の下に落ちている枝を集め

たが (5.6%),主として雄鳥から受け取った巣材の組

み立てに従事した.

親鳥は一般に抱卵 3日目 (おおよそ 4月25日)ま

で巣造りを続けたが,その後も巣の一部が抱卵や抱雛

のために破損された場合には,抱雛約 10日目まで巣

を補修した.まず,親鳥は長さ 73-122cmの太いニ

セアカシアや カラマツの枝で巣の基礎を造り, その

後に 32-68cm の枝で内層を整形し, 更にその上に

10-15cm の細い枝を敷いた.巣は1個当たり156-

LarixlepTolepI'3,OccupiedbyEgreTTaaLbamodesta.

Diameter (cm)

1981 1984 rate/year 1981 1984 rate/year

Range(N-20) 4.8-9.6 6.0-10.9 0.4-0.8 4.8-9.4 5.5-10.1 0.2-0.8
M±S.E. 6.61±0.28 8.36±0.25 0.58±0.02 6.79±0.30 7.95±0,30 0.39±0.04

Table2.Averagefrequencyofstick-bringingbyfivepalrSOftheegretduringthetime
rrom 6:00to18:000'clockinApril.

April
Sex N - 一- 一 - 一-一一一 Total(%)

16 17 18 19 20 21 22 23

Male 5 31 39 22 18 42 33 23 29 237(94.4)
Female 5 2 5 1 0 4 1 0 1 14(5.6)

Table3.Nestsizeoftheegret,andnumberandlengthofsticksusedasnestmaterials.

Nest Stick

Depth Number Length
Item Diameter (cm)

Inner Outer (cm) (cm)

Range(N-20) 13-23 32-53 3-10 156-282 10-122
M±S.E. 17.0±0.7 39.2±1.2 6.2±0.4 212.3±7.4 43.1±1.2

Table4.Numberofsticksaccordingtotreespeciesusedasnestmaterialsbytheegret
for15nests.

Itenl

Range(N-15)
M±S.E.
_(%)

LarL'x RobL'nL'apse〟- PL'〃〃S AI打〟s
lepTOLepL's do-acacL'a densL'Pora JaPOnL'ca

87-135 68-104 14-33 6-18
106.7±3.6 80.6±3.1 19.1±1.6 12.9±0.8
(47.4) (35.8) (8.5) (5.7)

Q〟er乍〃S
acutL'sslma Total

2-10 188-264
5.7±0.8 225.1±7.1
(2.6) (100.0)
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282本 (平均 212本) の枝によって構築されており

(Table3),枝の樹種としてカラマツが47.4% (平均

107本) と最も多く,次いでニセアカシア (35.8%,

平均81本),アカマツ (8.5%,平均 19本),-ンノ

辛 (5.7%,平均 13本)及びクヌギ Querc〝saeuTL'S-

sL'ma(2.6%,平均6本)の順に多かった (Table4).

完成した巣の中央部は親鳥の動きによって僅かに窪ん

でおり,岨島はその窪みに産卵した.なお,1981年 5

月の暴風雨によって落とされた巣と卵は,それぞれ約

80.3% (238個のうち191個)と88.7% (231個のう

ち205個)に及んだ.

考 察

t.造巣習性

サギ類の営巣樹種は各地域の植生や環境によって

異なる. 例えば,米国 (Meanley,1955;Burger,

1978;Rodgers, 1978) や ア フ リカの ローデシア

(Tomlinsol1,1976) に生息するサギ類は一般にウル

シ類,ヤマクマガサ類,ヨシ類,クマツヅラ類などの

潅木やその林床に営巣するが,英国では人間の迫害に

より奄木営巣者になっており (Lowe,1954),その99

%はニレ, カシワなどの喬木に営巣している (Bur･

ton,1956).また,日本でも本種はマキ,カも カシ

などの喬木に営巣している (小杉,1980).人口密度の

高い韓国においても,英国や日本と同様にチュウダイ

サギを含む殆どのサギ類はアカマツ,クロマツ,カシ

ワ,イチョウ及びクリなどの喬木に営巣しており(元,

1975),これはサギ類が最も安全な場所として喬木を

選んだ結果であろう.

サギ類の造巣習性に関しては多くの報告があり,ヒ

メアカクロサギ EgreTTacaer〟lea〔Flon'dacaer〟lea〕

(Meanley,1955),アマサギ B〟b〟lcust-his〔Ardeola

L'bL'S)(Blaker,1969),7*++.Ardencinerea(Mil-

steinelal.,1970),ダイサギEgreltaalba(Tomiin-

son, 1976) 及 びサンショクサギ EgrelTa lrL'color

〔FlydraTlaSSatn'color〕(Rodgers,1978)などでも,チュ

ウダイサギと同様に雌雄の分業や親鳥のいずれかによ

る巣の防衛が知られており, これらは巣材の盗難予防

や卵の保護の上から一つの重要な習性と解釈される.

巣材収集場所についても,サギ類では属間あるいは

種間の差はあまり認められない.例えば,アオサギ,

ズグロアオサギ Ardeamelanocephala,ヒメアカクロ

サギ,アマサギ,ダイサギ及びサンショクサギはチュ

ウダイサギと同様に営巣樹木,古巣や他の巣,営巣樹

林の下,周辺の林や野原などから巣材を収集すること

が知 られている (Verwey,1930;Taylor,1948;

Meanley, 1955;Blaker, 1969;Milsteinelal.,

1970;Tomlinson,1976;Rodgers,1978).従って,

巣材は一般に営巣樹木の枝や繁殖地付近にある樹種の

枝からなると思われる.巣材の樹種に関して,米国の

アーカンソー州に生息するヒメアカタロサギの造巣材

が主に営巣樹木であるヤマク マガサ類の枝からなって

いることは知られているが (Meanley,1955),詳細

な報告は非常に少ない.しかし,チュウダイサギやヒ

メアカタロサギの巣が営巣樹種や付近にある樹種の枝

で構築されていることから,サギ類の造巣材は繁殖地

及びその周辺における植生の相違によって異なると推

察される.

2.チュウダイサギの保護 ･管理対兼

韓国におけるサギ類の繁殖地として天然記念物に指

定されている8カ所では,イチョウ (400-750年生),

アカマツ (40-150年生),カシワ (20年生),クロマ

ツ (70-80年生),チョウセンマツ (30-50年生),ク

リ (50年生)及びニセアカシア(20年生)などのよう

に,樹幹が太く安定性の高い,かつ枝分れの多い老巨

木がサギ類の営巣樹種として主に利用されている(元,

1975).これに反し,天安の本調査地では約 10年生の

若齢カラマツが営巣樹種となっている.この繁殖地の

付近には既述のように,比較的樹高の低い約 10年生

のアカマツや-ンノキなどからなる混生林があり,本

種は樹高の最も高いカラマツを安全な営巣樹種として

選んだのであろう.カラマツの樹高成長率 (年平均約

0.58m)は,アカマツの約 0.37m (辛,1971) に比

して約 1.6倍も高いが,胸高直径の成長率 (約 0.39

cm)はアカマツの 0.61cm (李,1971) に比して64

%に過ぎない.従って,カラマツの樹幹はアカマツに

比して細長く,本種の巣,卵及び雛は強風時に振り落

とされる大きな危険性をはらんでいる.事実,上述の

ように1981年 5月の暴風雨によって落とされた巣と

卵はそれぞれ80%以上に逮している.

この調査地は1975年から本種の繁殖地として利用

され始め,親鳥と雛の個体数は初め毎年増加して,

1979年8月には1,800羽に達していた (成,1979).

しかし, その後個体数は1980年6月下旬 には1,379

羽, 1981年7月上旬には756羽と減少を続け, 1982

年以降この調査地は繁殖地として全く利用されなくな

っている (未発表).その一因としては1981年におけ

る筆者らの調査による人為擾乱も多少考えられるが,

カラマツ樹幹の不均衡な急成長による強風への不安定

化に伴う,落巣,落卵あるいは落雛などの危険に対す
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る警戒 ･忌避が最大の要因であると考えられる.本種

は同一場所を長年にわたって利用する習性をもつが,

1982年以降全くその姿を見ないのは,営巣に適する

樹種からなる林,すなわち格好な繁殖場所がその付近

に存在しないことを示唆する.

現在,本種は韓国全土で減少を続けており,緊急な

保護 ･管理対策の樹立が要望されている.サギ類の繁

殖地ではその排泄一物によって営巣樹がしばしば枯死す

るが (金,1969;元,1975;羽田･岩崎,1982),本

繁殖地のカラマツ林では,現在のところチュウダイサ

ギの排継物による,枯死樹木は認められなかった･金

(1969)によると,韓国で繁殖するサギ類は松 (主にア

カマツ)林に多く営巣するという.彼はその理由を,

紘 (アカマツ)は広葉樹に比してサギ類の排惟物によ

る被害を受けにくいために希れにしか枯死せず,かつ

韓国では松 (アカマツ)の 占める森林面積が広いの

で,たとえ繁殖地の営巣樹林が排継物によって破壊さ

れても,サギ類は付近の松 (アカマツ)林に移動して

営巣し得るためとしている.それ故,サギ類の繁殖地

一帯には広葉樹よりも,安定性に富み,かつ枝分れの

多い針葉樹例えばアカマツを造林することが要望され

る.しかし,アカマツの成長速度は遅く,営巣樹種と

して適切な樹高に逮するには長年 (約40年)を要す

る.従って,アカマツの造林と同時に,それが営巣樹

として利用し得るまでの期間,アカマツに代わり得る

成長の速い,かつ営巣適合性に富む樹種 (例えばニセ

アカシア)をも繁殖地及びその付近に補植 ･造林する

ことが必要である. このような計画的造林によって,

サギ類に安定した繁殖場所を提供することは,その保

護 ･管理上,極めて重要であると考えられる.

更に,本種の保護 ･管理対策として,徹底した禁猟

及び盗卵禁止が不可欠である.最近,韓国ではサギ類

を保護するために繁殖地付近の小 ･中学校教師 ･生徒

有志により落下した烏の治療や給餌が行なわれてお

り,これは小 ･中学生の愛鳥心を育てるのに役立って

いるが,実際には本種の繋殖に相当な悪影響を及ぼし

ている.すなわち,繁殖地に人間が侵入した場合,抱

卵ないし育雛中の親鳥が粍いて立ち上がり,そのため

元来粗雑な巣から多くの卵や雛が落とされることにな

る.また,ようやく隣の巣に逃げた雛がそこの雛に攻

撃されて落下することも多い.このような危険を感じ

たサギ類は翌年から他の繁殖地へ移動することになろ

う.従って,繁殖地への侵入禁止もサギ類の保護 ･管

理上,一つの重要な対策と考えられる.

また,農薬使用の抑制が保護対策の一つとして挙げ

られる.チュウダイサギの育雛期は田植え時期及び餌

動物 (両生類と昆虫類)の個体数最多期に一致してお

り (MineTal.,1984),この時期に農薬散布が行なわ

れている (農薬工業協会,1981).従って,殺虫剤,殺

菌剤及び除草剤として散布された有機リン系や有機塩

素系の化合物が,育雛期に成鳥と雛の双方に最も多く

蓄積されることになる.韓国でも BHCや DDT は

その毒性のため使用を禁止 されており, それ以後

MBP (スミチオン),IBP,ダイアジノン,EDDP,

EPN 及 び DDVP など比較的低毒性 の有機リン系

農薬の生産と使用が増大している (農薬 工 業協会,

1981).従って,韓国内における野生鳥類の有機塩素

化合物による汚染は今後軽減されようが,毒性が低い

にしろ有機 リン系農薬の汚染には十分注意する必要が

ある.一方,東南アジアではBHCやDDTの使用が

続けられており (Snelson,1977;閲ら,1984),野生

鳥類を含む生態系保全のためには,東南アジア諸国に

おける BHC と DDT の使用抑制が緊急の課題であ

ろう.

筆者らは結論的に,本種の保護 ･管理対策として,

次の3要件 1)サギ類繁殖地及びその周辺へのアカ

マツ及びニセアカシアの補植 ･造林実施, 2)徹底し

た禁猟,盗卵の禁止及び繁殖地への侵入禁止, 3)東

南アジア諸国における BHC と DDT の使用抑制を

提案したい.

要 約

本報では,韓国忠清南道天安市に渡来 ･繁殖するチ

ェウダイサギ EgretTaalbamodestaの造巣習性につ

いて調査した.

1. 本種の営巣樹種はすべてカラマツで,親は地面

から4.6-8.7m (平均6.1m)の高さに構築された.

2. 巣は1本の樹木当たり1-4個 (平均 1.9個),

雌雄の分業によって造られ,巣材の収集は主に雄鳥

(94.4%),構築は主に雌鳥によって行なわれた.

3. 巣は1個 当たり156-282本 (平 均212本)の

枝によって造られており,巣材として用いられた枝の

樹種はカラマツ (47.4%),ニセアカシア (35.8%),

アカマツ (8.5%),ハンノキ (5.7%)及 び クヌギ

(2.6%)の順に多かった.

4･ 営巣樹種であるカラマツでは,樹高の成長率は

胸高直径のそれに比して非常に高く,営巣木はその成

長に伴って強風に対する安定性を欠くようになり,そ

のために多くの巣や卵が落下した.従って,カラマツ

は営巣に適した樹種とはいえず,これが本繁殖地の放
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乗をもたらした最大の原因であろう.

5. 本種の保護 ･管理対策として, 1)成長は遅い

が安定性に富み落巣や落卵を起こしにくく,かつサギ

類の排泄物による枯損への抵抗性が 強いアカマツと,

アカマツが営巣に適した樹高をもつに至るまでの代替

樹としての,成長の速いニセアカシアとを繁殖地及び

その付近に補植 ･造林すること, 2)禁猟,盗卵の禁

止及び繁殖地への侵入禁止を徹底的に実施すること,

3)東南アジア諸国における BHC と DDT の使用

を抑制することの3点を提案する,
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Summary

NestbuildingbehavioroftheEasternGreatWhiteEgret,Egreftaalba modesta,

wasinvestigatedatasuburbofCheonan City,Chungcheongnamdo,Korea,from

27Marchto31July1981and3April1984.

1. AlltheegretsnestedontheJapaneselarch,Lan'xleplolepis,at4.6to8.7m

(6.im onanaverage)abovetheground.

2. 0metoFournestswerebuilt(1.90ntheaverage)pertree;nestmaterials

werebroughtchiefly by males(94.4%),whilethenestbuildingwascarriedout

almostentirelybyfemales.

3. 0menestconsistedor156-282sticks(2120nesonanaverage)orsuch tree

speciesastheJapaneselarch(47.4%),thelocust,Roblniapse〝do-acacia (35.8%),

theJapanese red pine,Pinusdensijlora(8.5%),theJapanesealder,AIT7uSjaponica

(5.7%)andtheredoak,Quercusacutissima(2.6%).

4. TheJapaneselarchshowedamuchlargerannualincrementinheightthan

indiameteratbreastheight(DBH),thusittended to lose itsstabilityagainst
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astrongwind;asaresult,mostofthenestsandeggsfellfrom thetrees.From
thisfact,theJapaneselarchdoesnotseem suitablefortheegretsasnestingtrees,
andthismightbethegreatestreasonfortheirabandonmentofthebreedingsite.

5. As aprotectionprocedure fortheegret,firstofall,itisnecessaryto
plantboththeJapaneseredpinewith alow growthrate,buthaving athick
trunk.Stabilityagainstastrongwindandpowerofresistancetothedamagecaused
bytheirdroppings,andthelocustwithahighgrowthrateasastopgapforabout
40yearsuntiltheplantedredpinesbecomesuitable fortheegret'snesting,in
and around thebreedingsite. And thenastrictenforcementofthe drastic
prohibitionorhunting,stealingtheireggandinvasionsintothebreedingsiteby
peopleisdemanded.Also,theapplicationofBHCandDDT inSoutheastAsia
shouldberestrained.


